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　第43回 式典会場は大分市
　海上歓迎・放流行事は別府湾
　第１回実行委で決定（▽２面）

みのりフェスタ開催
　県農林水産祭「おおいたみのりフェスタ」が２２、２３

日の両日、別府公園で農林水合同で開催された。

水産からは昨年を上回る１６店舗が出展し、連日大

勢の家族連れなどでにぎわった。

開会式

ひがた美人の蒸しカキを試食する広瀬知事

お魚クイズ チャンピオン大会

は
２
日
間
を
通
し
て
人
通
り
が
絶
え

な
か
っ
た
。

　
広
瀬
知
事
は
水
産
の
各
ブ
ー
ス
を

視
察
し
、
中
津
支
店
で
は
中
根
組
合

長
の
勧
め
に
応
じ
て
ひ
が
た
美
人
の

蒸
し
カ
キ
を
試
食
。
「
濃
厚
な
味
わ

い
だ
ね
」
と
高
評
価
を
頂
い
た
。

　
土
曜
日
の
午
後
に
は
、
メ
イ
ン
ス
テ

ー
ジ
で
「
お
魚
ク
イ
ズ
・
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
」
を
開
催
し
た
。
景
品
の
マ
グ

ロ
ブ
ロ
ッ
ク
を
目
指
し
て
、
来
場
者
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た

だ
い
た
。

　
今
回
も
、
昨
年
に
続
き
農
林
部
門

と
水
産
部
門
の
合
同
開
催
と
な
っ

た
。
会
場
の
制
約
か
ら
「
ブ
リ
の
つ
か

み
ど
り
」
と
い
っ
た
、
水
産
部
門
特
有

　
実
行
委
員
会
長
の
広
瀬
勝
貞
知
事

は
開
会
に
あ
た
り
、
「
今
年
は
先
の

台
風
１
４
号
な
ど
多
く
の
災
害
に
見

舞
わ
れ
農
林
水
産
業
は
大
き
な
影

響
を
受
け
た
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
は

生
産
者
と
交
流
し
、
励
ま
し
て
頂
き

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
県
漁
協
は
、
中
津
の
ひ
が
た
美
人
、

杵
築
の
骨
切
ハ
モ
、
国
東
の
ヒ
ジ
キ
、

保
戸
島
の
マ
グ
ロ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
各
支

店
が
特
色
あ
る
産
品
を
販
売
し
た
。

日
出
や
佐
賀
関
の
鮮
魚
、
国
見
の
た

こ
め
し
、
下
入
津
の
ブ
リ
か
ま
焼
き

に
は
順
番
待
ち
の
長
い
列
も
で
き

た
。
海
洋
科
学
高
の
缶
詰
や
ギ
ョ
ロ
ッ

ケ
も
評
判
を
呼
び
、
水
産
コ
ー
ナ
ー

の
イ
ベ
ン
ト
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
各

支
店
の
工
夫
に
よ
り
昨
年
以
上
に
盛

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
来
年
度
は
、
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
の
プ
レ
大
会
と
の
絡
み
も
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
形
で
開
催
す
る
の

か
検
討
が
必
要
に
な
る
。

北海道・厚岸
プレ大会開催

４　面

（1）

ＪＦ大分

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/

３　面

漁業士等と
意見交換会

台風被害額
１５億円超

６　面

水研だより

かぼすふぐ
お披露目

インボイス
制度とは？

５　面

かぼすブリ
旬入り宣言

大分県２巡目は

おんせん県おおいた大会

http://www.jf-oita.or.jp/
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　県は３日、「第４３回全国豊かな海づくり大会」実行委員会（会長・広瀬知事）を設立し、第１回総会を開催した。

　まず、大会の基本構想を決定し、名称を「第４３回全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～」とすること、

令和６年秋季の土曜・日曜日の２日間で開催することを決めた。

　次いで、式典行事開催会場として大分市のiichikoグランシアタを、海上歓迎・放流行事開催地として別府湾（別府港

第４埠頭）を決定した。

  また、４年度の事業計画及び収支予算を承認し、本年度は今回の実行委員会のほか、幹事会及び専門部会各２回を

開催し、企画運営・広報事業として大会テーマ等を公募することとなった。

　副会長に就任した中根組合長は閉会に当たり、「本日、基本構想、開催地が決定し、スタート地点に立った。地元別

府湾の漁業者として、また県漁協の代表として、大会が成功し県全体の漁業振興に繋がるよう積極的に取り組む」と決

意を表明した。第１回開催地の田中佐伯市長も「第４３回大会に向け一緒になって努力したい」と激励した。

第43回 全国豊かな海づくり大会

～おんせん県おおいた大会～
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　２日の日曜日、厚岸町の厚岸漁港で「第４２回全

国豊かな海づくり大会・北海道大会」の１年前プレイ

ベントが開催された。

　当日は、水産関係者約１５０人が出席し、大会

テーマ・大会ロゴマーク等お披露目、北海道大会

カウントダウンボード除幕式のほか、漁船などによる

海上歓迎パレード、マツカワ、ホッカイエビの記念

放流が行われた。後催県となる本県からも３名が視

察した。

　本大会は、本県の１年前、来年の９月１６日・１７日

の両日に同会場で行われる。

区
漁
業
運
営
委
員
長
（
県
漁
協
理

事
）
の
薬
師
寺
正
治
氏
が
「
地
域
で

新
た
な
担
い
手
を
受
入
れ
る
に
は

？
」
と
題
し
話
題
提
供
を
し
た
。
永

倉
氏
は
、
漁
業
就
業
フ
ェ
ア
に
参
加

し
て
大
阪
か
ら
移
住
し
た
体
験
を
も

と
に
、
住
居
や
家
族
の
就
業
の
場
の

確
保
と
収
入
が
安
定
す
る
ま
で
の
数

年
間
の
財
政
支
援
が
必
要
と
す
る
と

と
も
に
、
新
規
就
業
者
が
次
の
師
匠

に
な
る
べ
き
と
の
意
見
を
述
べ
た
。
薬

師
寺
氏
は
、
自
ら
営
む
ま
き
網
漁
業

を
平
成
４
年
に
法
人
化
し
、
給
料
を

歩
合
制
か
ら
月
給
制
に
変
更
し
て
若

い
人
が
就
業
し
や
す
く
し
た
実
績
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
話
題
を
踏
ま
え
、
６
班
に

分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
っ
た
。

担
い
手
対
策
と
し
て
す
ぐ
に
必
要
な

短
期
的
課
題
と
将
来
に
わ
た
る
長

期
的
課
題
に
分
け
て
議
論
し
た
。

　
短
期
的
課
題
と
し
て
は
、
就
業
後

の
収
入
確
保
。
行
政
支
援
を
求
め
る

声
が
あ
る
一
方
、
複
数
漁
業
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
年
間
収
入
の
安
定
、

地
産
地
消
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
る
販

売
対
策
も
上
げ
ら
れ
た
。
他
地
域
に

人
材
を
求
め
る
前
に
地
元
の
漁
師
子

弟
対
策
も
必
要
と
す
る
意
見
も
出

さ
れ
た
。

　
長
期
的
な
課
題
と
し
て
は
、
住
居

環
境
や
漁
村
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
漁

業
と
養
殖
業
の
組
み
合
わ
せ
や
農

業

の
漁
業
就
業
者
を
育
て
地
域
で
支
援

す
る
に
は
」
に
つ
い
て
趣
旨
を
説
明
。

国
が
進
め
る
「
資
源
管
理
の
強
化
と

成
長
産
業
化
」
を
担
う
新
規
就
業
者

を
、
ど
の
よ
う
に
受
入
れ
育
成
す
べ

き
か
議
論
し
た
い
と
提
案
し
た
。

　
次
い
で
、
県
漁
協
佐
賀
関
支
店
の

永
倉
和
久
氏
が
「
一
本
釣
り
で
新
規

就
業
者
と
な
っ
て
」
、
ま
た
、
臼
杵
地

　
県
下
一
斉
休
漁
日
と
な
る
第
２
土

曜
日
の
８
日
、
県
水
産
会
館
に
お
い

て
「
大
分
県
水
産
業
の
発
展
に
向
け

た
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
、
漁

業
士
や
新
規
就
業
者
ら
５
３
人
が
参

加
し
た
。

　
ま
ず
、
本
会
の
特
別
顧
問
で
あ
る

広
島
大
学
大
学
院
の
山
尾
名
誉
教

授
が
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
新
規

山尾特別顧問

（3）

新
規
の
漁
業
就
業
者
を
育
て

、
地
域
で
支
援
す
る
に
は

漁業士等と意見交換

1年前プレイベント開催

大会テーマ・大会ロゴマーク等お披露目

記念放流（マツカワ、ホッカイエビ）

永倉和久氏

薬師寺正治氏

と
の
兼
業
、
資
源
管
理
の
徹
底
と
漁

業
制
度
の
見
直
し
に
も
言
及
し
た
。

　
そ
も
そ
も
資
源
が
減
る
中
で
新
規

参
入
は
必
要
か
と
い
う
議
論
も
あ

り
、
複
数
の
漁
業
者
が
い
な
い
と
漁

場
開
発
は
出
来
な
い
、
水
揚
げ
ロ
ッ

ト
が
揃
わ
ず
販
売
に
不
利
。
地
域
と

し
て
の
漁
村
が
維
持
で
き
な
い
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
ベ
テ
ラ
ン
漁
業
者
を
中
心
と
し
た

班
と
新
規
就
業
者
の
班
で
は
、
問
題

意
識
も
異
な
っ
た
が
、
参
加
者
全
員

が
真
剣
に
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

今
回
の
漁
業
者
の
声
が
、
新
し
い
長

期
計
画
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
。
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全
国
漁
港
漁
場
協
会
（
橋
本
牧
会
長
）
は
１
９
日
、
北
海
道
函
館
市
の

函
館
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
第
７
１
回
全
国
大
会
を
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
全
国
か
ら
１
４
０
０
名
超
、
大
分
県
か
ら

は
会
長
の
藤
本
姫
島
村
長
、
副
会
長
の
中
根
県
漁
協
組
合
長
ら
２
１
名

が
出
席
し
た
。

　
大
会
で
は
、
水
産
物
の
消
費
形
態

の
変
化
、
温
暖
化
等
地
球
環
境
の
悪

化
、
台
風
・
地
震
等
災
害
リ
ス
ク
の

増
大
等
の
課
題
を
克
服
し
、
水
産
業

を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
次
世
代
に

伝
え
、
漁
村
を
豊
か
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
場
と
す
る
た
め
、
４
項
目
に

わ
た
る
推
進
案
を
採
択
し
た
。

　
ま
た
、
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
連
会
長
の
衛
藤
征
士
郎
代
議
士

は
「
国
土
強
靭
化
や
長
寿
命
化
の
推

進
、
漁
村
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
、

総
合
的
か
つ
迅
速
に
取
り
組
む
」
と

挨
拶
し
た
。

【
採
択
さ
れ
た
提
言
項
目
】

・
水
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

漁
港
の
生
産
・
流
通
機
能
強
化
や
増

養
殖
の
推
進

・
海
洋
環
境
の
変
化
に
適
合
し
た
漁

場
整
備
に
よ
る
水
産
資
源
の
回
復
や

生
産
力
強
化
の
推
進

・
大
規
模
災
害
に
備
え
た
漁
港
・
漁

村
・
海
岸
の
強
靭
化
対
策
、
超
寿
命

化
対
策
の
推
進

・
地
域
資
源
・
人
材
の
活
用
や
漁
港

の
多
様
な
利
用
に
よ
る
海
業
の
振
興

と
漁
村
活
性
化
の
推
進

　
市
場
で
の
お
披
露
目
に
先

立
つ
１
９
日
、
「
か
ぼ
す
フ

グ
」
の
生
産
者
は
県
庁
に
広

瀬
知
事
を
訪
ね
、
１
１
月
１

日
か
ら
本
格
出
荷
を
開
始

す
る
こ
と
を
報
告
。

　
試
食
を
し
た
知
事
は
「
よ

り
爽
や
か
さ
が
増
し
、
お
い

し
い
。
こ
れ
は
人
気
が
出

る
、
売
れ
る
と
思
う
」
と
絶

賛
し
た
。

　「かぼすブリ」の旬入りを県漁協が宣言し、今年も「味よ

し、香りよし、見た目よし」の三拍子そろった「かぼすブリ」

のご愛顧を呼びかけた。

　次いで、県水産養殖協議会トラフグ養殖部会の高瀬興

治会長が「かぼすフグ」の１１月１日初出荷を宣言した。ほ

のかにカボスが香るさっぱりとした「かぼすフグ」を県民に

愛される魚に育てて欲しいと宣伝した。

　生産者から流通関係者に「かぼすブリ」と「かぼすフグ」

を贈呈し、試食会を行った。市場関係者の評価は上々

で、年末年始の売上に弾みがつきそうだ。

　２８日の早朝、「おおいた県産魚の日」運営委員会（山

上誠二会長）は大分市公設地方卸売市場において、「か

ぼすブリ」の旬入りと「かぼすフグ」の初出荷をＰＲした。

　山上会長の開会あいさつに次いで県農林水産部の佐

藤章部長が祝辞を述べ「生産量の約４割をこの大分市場

で扱っている「かぼすブリ」は誰もが知る大分県を代表す

る県産魚として浸透した。「かぼすフグ」はいよいよ来月か

ら初出荷を迎えるが、今後は大分県を代表する魚になる

ように期待している」と生産者を激励した。

全
国
漁
港
漁
場
大
会
開
催
　
函
館
で

かぼすブリ旬入り宣言 ＆ かぼすフグお披露目

　
挨
拶
す
る
衛
藤
議
連
会
長

カ
ボ
ス
養
魚
の
第
４
弾

　
　

「
か
ぼ
す
フ
グ

」
の
出
荷
を

　
　
広
瀬
知
事
に
報
告
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137,600

223 1,541,476

4,423 4,898,086農　業

林　業

合　計

御礼

　水産施設等（県漁協施設を含む）

　１８日、水産会館において「インボイス制度に関する説明会」

を開催した。大分税務署個人課税第一部門の統括国税調査

官大藏剛氏に講師をお願いし、県漁協本支店の職員が制度

の概要を学んだ。

　漁港施設（護岸、漂着物等）

水産業計

　林地、林道、治山施設、林産施設等

　
県
は
２
４
日
、
９
月
の
台
風
１
４
号

に
よ
る
農
林
水
産
業
の
被
害
額
（
確

報
）
は
７
２
億
９
千
万
円
余
と
な
っ
た

と
発
表
し
た
。

　
こ
の
う
ち
水
産
業
は
１
５
億
円
４

千
万
円
を
超
え
、
特
に
水
産
物
被
害

が
大
き
く
１
１
億
６
千
万
円
に
上
っ

た
。
台
風
に
よ
る
暴
風
や
波
浪
か
ら

養
殖
施
設
を
守
る
た
め
に
避
難
し
た

入
津
湾
に
お
い
て
、
赤
潮
の
発
生
に

伴
う
酸
欠
が
起
き
、
養
殖
ブ
リ
等
が

大
量
死
し
た
こ
と
が
被
害
を
拡
大
さ

せ
た
。

　農地農業用施設、農作物、生産施設等

台風14号による農林水産業被害

　水産物（養殖ブリ類、養殖マグロ等）

令
和
四
年
台
風
十
四
号
に
伴
う
被
害
に
対
し

農
林
中
央
金
庫
代
表
理
事
理
事
長
奥
和
登
様

か
ら
過
分
な
る
見
舞
金
を
賜
り
ま
し
た

。

こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

。

水
産
被
害
額
は
1
5
億
円
超

大分税務署 総括国税調査官が講義

台 風
14 号

区　　　分

　まず、消費税の基本的な仕組みについて、「課税事業者」と「免税事業者」に分かれ、２年前の課税売上高が１千万円

を超える事業者が消費税の納税義務者である「課税事業者」となること。「免税事業者」でも「課税事業者」になることを

選択できること。仕入税額の控除を受けるには「適格請求書（インボイス）」等の保存が必要となること。インボイスは登

録を受けた事業者のみが交付でき、「課税事業者」であっても未登録の事業者は交付できないとの説明があった。

　次いで、インボイスの記載事項と留意点、漁協等を通じて取引される水産物等に対する特例が示された。

　詳細についての説明は数時間を要するため予約の上で税務署主催の説明会に来るようアドバイスがあったが、今回の

概要説明で県漁協への影響も浮き彫りになった。

　組合員から漁協が水産物を買い取り、これを量販店等に販売し、量販店等が消費者に販売することを想定する。ここ

で問題となるのは、組合員の多くが「免税事業者」となる中小漁業者であり、これまでは水産物の対価として漁協から消

費税を含む金額を受領しても消費税の納税義務はなかった。今後、このような組合員が「課税事業者」になることを選択

し、登録を受けてインボイスを発行すれば、漁協は仕入税額の控除を受けることができるが、組合員は納税義務を負

い、これまで収入としていた消費税相当額を失うこととなる。組合員がインボイスを発行しない場合、これを理由に漁協

が消費税を上乗せしないで支払う場合も組合員は同額を失う。一方、「免税事業者」である組合員の収入を維持するた

めに、これまで同様の取引を行った場合は、漁協は仕入税額の控除を受けることが出来ない。漁協の買い取り実績を勘

案すると、控除を受けらずに漁協が負担することになる消費税は多額に上ると見込まれる。

　すなわち「インボイス制度」とは、これまで「免税事業者」が免除されていた消費税についても、誰かにきっちり払わせる

制度だと言える。買取販売では組合員が負担するのか、漁協が負担するのか、厳しい選択を迫られることになりそうだ。

件数 被害額
（千円）

水産業

（5）

201 850,941

4,847 7,290,503

27 1,163,011

130 240,865

66

インボイス制度について学ぶ
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◇
第
６
回
理
事
会
を
開
催
◇

研 だ よ

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

第
13
回
委
員
会

写真1　香々地に設置したテングサ人工種苗　(2022/9/29設置、
日齢228～317日目、葉長5㎝、20本/ブロック)

水

　ゼリーや美容品に利用される寒天は、海藻類のテングサやオゴノリ

から作られています。また、夏の風物詩である“ところてん”もテングサ

が原料となっています。このテングサは『藻場』と呼ばれる大規模な群

落を海底に形成します。『藻場』は、稚魚などの生き物の生育場、環

境浄化や二酸化炭素の吸収といった多様な機能を持っており、海洋

生態系と水産業において非常に重要な役割を担っています。そのた

め、近年は組合員の皆さんによる『藻場』の保全活動が精力的に行わ

れています。しかしながら、昨今、海藻類が衰退する“磯焼け”という

現象が各地で深刻化し、本県でもヒジキ、クロメ、カジメ、アカモク、

テングサ等の天然資源が減少傾向にあります。“磯焼け”の原因に

は、海水温の上昇、魚類等の食害、海の貧栄養化等が考えられてお

り、早急な対策が求められています。

　そこで、北部水産グループでは、藻場造成に取り組む支店に人工

種苗の提供と技術支援を行っています。今回は、テングサについて

紹介します。

　テングサの人工種苗は、2021年11月から種苗生産にとりかかり、

2022年の6月までに約900本（サイズ2～4㎝）を作出しました（写真1）。

この種苗を建材ブロックに括着させ、7月から蒲江と香々地の各地先

で藻場造成に取り組んでいます。各地先には、種苗400本を括着させ

た建材ブロック20個ずつを海底に固定し、魚類からの食害を防御す

るカゴや施肥剤もセットしました（写真2～3）。現在、定期的に魚類の

食害防御効果と施肥による種苗の生長促進効果を経過観察してい

ます。

　なお、今年は種苗1万本以上の作出を目標に種苗生産を実施中で

す。ゆくゆくは建材ブロック500個を県内各地先に設置し、テングサ天

然資源の回復に寄与したいと考えています。

　　　　　　　　　（北部水産グループ養殖環境チーム　入江研究員）
写真3　食害防御カゴと施肥剤をセットした人工種苗　（香々地
2022/9/29設置）

写真2　人工種苗が括着した建材ブロックを食害防御カゴで覆って
設置　（蒲江2022/7/27設置）

テングサ人工種苗を用いた藻場造成の取り組み

り

（6）

　
５
日
、
県
水
産
会
館
５
階
研
修
室

に
お
い
て
、
第
１
３
回
大
分
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
で
は
「
宝
石
サ
ン
ゴ
の

採
捕
禁
止
に
つ
い
て
」
貴
重
な
資
源

を
守
る
た
め
、
県
漁
協
の
要
望
に
基

づ
き
、
隣
県
と
協
調
し
て
採
捕
を
禁

止
す
る
委
員
会
指
示
を
発
出
す
る

こ
と
に
決
し
た
。

　
ま
た
、
第
２
号
議
案
で
は
「
知
事
許

可
漁
業
の
制
限
措
置
及
び
申
請
期

間
並
び
に
許
可
の
有
効
期
間
に
つ
い

て
」
知
事
の
諮
問
を
受
け
、
許
可
の

有
効
期
間
満
了
に
伴
う
「
中
型
ま
き

網
漁
業
（
愛
媛
県
及
び
宮
崎
県
漁
業

者
）
」
並
び
に
「
た
い
・
は
も
・
ふ
ぐ
は

え
縄
漁
業
（
愛
媛
県
漁
業
者
）
」
の
入

漁
に
つ
い
て
、
知
事
に
問
題
な
い
旨
を

答
申
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
大
分
・
愛
媛
間
の
入
漁
は
豊
予
連

調
委
（
４
年
９
月
１
５
日
）
に
お
い
て
、

大
分
・
宮
崎
間
は
大
分
・
宮
崎
連
調

委
（
３
年
８
月
３
１
日
）
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
更
新
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

　
２
６
日
、
第
１
３
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。

　
第
１
号
議
案
「
組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」
、
第
２
号
議
案
「
電
子
交
換
所

参
加
に
伴
う
手
形
取
立
等
各
種
手

数
料
の
改
定
に
つ
い
て
」
、
第
３
号
議

案
「
総
会
の
部
会
の
開
催
に
つ
い
て

（
安
岐
支
店
）
」
及
び
第
４
号
議
案

「
総
会
の
部
会
の
開
催
に
つ
い
て
（
佐

賀
関
支
店
）
」
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
承
認
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

　
ま
た
、
協
議
・
報
告
事
項
と
し
て
、

①
余
裕
金
の
運
用
状
況
報
告
に
つ
い

て
、
②
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
基
本
方
針

に
定
め
る
早
期
指
導
先
の
選
定
及
び

資
産
精
査
の
指
定
に
つ
い
て
、
③
支

店
・
取
次
店
・
工
場
等
の
再
編
に
向

け
た
取
組
方
針
に
つ
い
て
、
④
台
風

１
４
号
の
被
害
報
告
に
つ
い
て
、
⑤
第

４
３
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

に
つ
い
て
、
⑥
漁
港
施
設
適
正
管
理

事
業(

仮
称
）
に
つ
い
て
及
び
⑦
次
回

の
開
催
計
画
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
農
林
中
央
金
庫
福

岡
支
店
の
志
野
英
樹
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン

ク
九
州
担
当
部
長
が
、
指
定
さ
れ
た

理
由
や
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
詳

細
に
説
明
し
た
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
単
位
の
事

務
統
合
を
基
本
に
検
討
を
進
め
る
こ

と
を
説
明
し
、
本
項
の
み
議
決
に
よ

り
全
員
の
同
意
を
確
認
し
た
。

　
な
お
、
⑤
は
県
漁
業
管
理
課
か
ら

⑥
は
県
漁
港
漁
村
整
備
課
か
ら
説

明
を
い
た
だ
い
た
。

施肥剤
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辞 令 交 付

10月１日付け

（7）

　令和４年度の下半期を迎えた３日、県漁協本店の

組合長室において、２名の幹部職員に中根組合長か

ら辞令が交付された。

　お二人の益々のご活躍を祈念します。

（左から）中村総務部経営管理課係長、中根組合長、神田佐伯支店長

　
今
回
は
麺
類
。
津
久
見
市
「
も
く

れ
ん
」
の
「
ま
ぐ
ろ
チ
ャ
ン
ポ
ン
」
９
０

０
円
也
の
登
場
。

　
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る
逸
品

だ
。
マ
グ
ロ
は
ツ
ミ
レ
と
切
身
が
ト
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
、
奥
深
い
味
わ
い
を
醸

し
出
す
。
カ
リ
ッ
と
焼
い
た
麺
に
和

風
だ
し
の
ス
ー
プ
が
絶
妙
の
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
る
。
と
に
か
く
定
期
的

に
食
べ
た
く
な
る
満
足
の
一
杯
で
あ

る
。

　
本
場
保
戸
島
の
味
を
再
現
し
た
と

さ
れ
る
「
ひ
ゅ
う
が
丼
」
も
絶
品
。
若

い
人
に
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
、

チ
ャ
ン
ポ
ン
と
丼
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー

も
お
薦
め
。

　１０月の県産魚の日は「”絶品”津久見地魚フェアスタ」と銘

打って、おさかなランド３店舗で旬に入ったモイカ（アオリイ

カ）をはじめタチウオやイトヨリダイなどを特売した。

　お客様には新鮮さをアピールし、好評をいただいた。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
は
下
げ
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
様
子
だ
が
、
国
や
県
の

施
策
が
奏
功
し
経
済
活
動
は
活
発

と
な
り
、
対
面
式
の
会
議
や
イ
ベ
ン

ト
も
当
た
り
前
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
農
林
水
産
祭
も
人
数
確
認
を
し
な

が
ら
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
盛
況
で
、

水
産
部
門
も
出
展
数
を
増
や
し
て

各
地
域
の
特
産
水
産
物
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
就
任
以
来
お
会
い
す
る
機
会
が
な

か
っ
た
近
県
の
漁
連
や
漁
協
の
皆
さ

ん
と
も
、
最
近
は
懇
談
の
場
が
持
て

る
。
先
月
は
宮
崎
県
漁
連
の
職
員
さ

ん
が
合
併
に
向
け
た
先
行
事
例
の
調

査
に
お
見
え
に
な
り
、
ま
た
当
漁
協

は
県
域
の
漁
協
と
し
て
同
じ
課
題
を

抱
え
る
山
口
県
漁
協
を
訪
問
し
、
意

見
を
交
換
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
組
合
員
も
職
員
も
減
少
と
高
齢

化
が
進
む
中
、
生
産
者
団
体
に
は

「
規
制
強
化
」
の
逆
風
が
吹
い
て
い

る
。
会
計
監
査
人
監
査
へ
の
移
行
は

も
と
よ
り
、
流
適
法
や
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
へ
の
対
応
に
も
苦
慮
す
る
。

　
苦
慮
と
言
え
ば
、
組
合
長
の
県
外

出
張
が
増
え
、
代
役
を
こ
な
す
こ
と

が
増
え
た
。
か
ぼ
す
フ
グ
の
知
事
報

告
、
か
ぼ
す
ブ
リ
の
旬
入
り
宣
言
と

続
き
、
今
月
は
育
樹
祭
へ
の
出
席
な

ど
、
シ
ャ
イ
な
性
格
な
の
で
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
務
め
て
い
る
。

　第４３回全国豊かな海づくり大会実行委員会は、大会
テーマ等を募集している。皆さん方もぜひ、ご提案下さい！

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウ オ
メ シ

編

集

後

記


